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国内のコミュニティ活動

2022/6/9 ソフトウエア・シンポジウム2022

WG5 エンジニアのトリセツ ＃6：

～エンジニア成長の肥料はどこから？
：ガラパゴス Vs. オープンサイエンス～

夢・アーキテクティング工房
片山 立
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• 1981年 慶應義塾大学院工学研究科（修士）修了、同年、三洋電機に入社。

• 技術本部、研究開発本部にて音声合成、分析、知能情報処理、ファジイ制御、ネットワーク

ミドルウエア、リアルタイムＯＳ、ＩＰ電話などの研究開発に従事。

• 工学博士。学位論文：ファジィ・ニューラルネットワークモデルによる同定手法とその応用

に関する研究、慶應義塾大学大学院理工学研究科、1995.

2001年 ハイパーメディア研究所ネットワークシステム研究部部長、2003年 デジタル技術

開発センター企画室長。

• 2008年から全社ソフトウェア開発革新事務局を立ち上げ、24事業部に対する支援・横串組

織を組織化。

• 2013年11月パナソニック（株）R&D本部。イノベーティブ思考法研究会を2014年度から

立上げ、毎月研究会を主催。U理論とイノベーティブ思考の融合に興味を持つ。

• 2014年10月オートモーティブ＆インダストリアルシステムズ社技術本部。ADASなどの車

載システム製品へのシステムズエンジニアリングや要求工学の適用を推進。

• 組込みシステム産業推進機構(ESIP)第1部会キャリアガイド検討SWG主査。

• AUTOSAR Regional Work Package Japan 委員。

• 2017年3月 パナソニック株式会社を定年退職。

• 2017年4月 夢・アーキテクティング工房代表。

• 2020年12月 ひふみプロフェッショナルコーチ。

• ハイブリッドオンラインチームＦ メンバー。

https://researchmap.jp/ryu.katayama/

自己紹介

https://researchmap.jp/ryu.katayama/
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年表Ⅰ(1981～1991)
1981 1982 1983 1984 1985 1986 1987 1988 1989 1990 1991

年齢 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34

所属
技術本部中央研究所

第4研究部
森研究室

新技術開発事業団
水野バイオホロ二クス

プロジェクト

技術本部
情報通信システム研究所
コンピュータ研究部

技術本部
ハイパーメディア研究所

情報処理研究部

業務 音声合成・分析
視覚情報処理のための
密結合並列計算機

AI、エキスパートシステム
ソフトコンピューティング

（ニューロ、ファジィ、カオス）

社外

活動

社内
活動

個人
の
活動

情報処理学会、計測自動制御学会、システム制御情報学会

日本ファジィ学会三菱総研エキスパートシステムに関す
るマルチクライアントPJ ZEUS

京都大学(Kyoto Common Lisp)

東大薬学部
清水博研究室

NTT武蔵野通研
PARCOR,LSP

中央研究所 硬式テニス部、香里グリーンテニス倶楽部
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年表Ⅱ(1992～2002)
1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002

年齢 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45

所属

技術本部
ハイパーメディア

研究所
情報処理研究部

ハイパー
研情報処
理研究部
知能処理
研究室長

技術本部
ハイパーメディア研究所

情報処理研究部
アーキテクチャ研究室長

技術本部
ハイパーメディア研究所

ヒューマンアーキテクチャ研究部長

研究開発本部
ハイパーメディア研究所
ネットワークシステム

研究部長

業務

ソフト
コンピューティング

（ニューロ、ファジィ、
カオス）

組込みソフトウエア(RTOS、IEEE1394、TCP/IP)、
ホームネットワーク

ネットワークシステ
ム（IPv6ネット家電、

IP電話など）

社外

活動

社内
活動

個人
の
活動

日本ファジィ学会

中央研究所 硬式テニス部、香里グリーンテニス倶楽部

1394TAＴRON HAVi

ATR（国際国際電気通信基礎技術研究所）

1394連絡会

総務省IPＶ6
家電ＰＪ

堀川子ども会テニス部
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年表Ⅲ(2003～2013)
2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013

年齢 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56

所属
研究開発本部

デジタルシステム技術開発センター
企画室長

研究開発本部
デジタル技術研究所

担当部長

ITシステ
ム本部
担当部長

パナソニッ
ク

R&D本部

業務
デジタルシステム技術開発センター

の運営
全社ソフトウエア開発革新事務局

全社ソフトウエア
事務局
機能安全

社外

活動

社内
活動

個人
の
活動

組込みソフト産業推進会議 組 込 み システム産 業 推 進 機 構

J             A            S          P           I            C

J        E      I       T       A

堀 川 子 ど も 会 テ ニ ス 部

慶應SDM

①

②

U理論③
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年表Ⅳ(2014～2022)
2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022

年齢 57 58 59 60 61 62 63 64 65

所属
パナソニックオートモーティブ＆

インダストリアルシステムズ社技術本部
プラットフォーム開発センター主幹技師

夢・アーキテクティング工房

業務
ネット家電、レジロボ、

車載システム向けモデルベース開発、
システムズエンジニアリング

組込みシステム、組込みソフトウエア、車載機器向け機能安全・セキュリティ、

電子デバイス関連の技術コンサルティング

社外

活動

社内
活動

個人
の
活動

組 込 み システム産 業 推 進 機 構

J             A            S          P           I            C

J        E      I       T       A

A  U  T  O  S  A  R   RWP-Japan

イノベーティブ思考法研究会

U理論

クリーン
ランゲージ

行動探求

堀 川 子 ど も 会 テ ニ ス 部

慶應SDM

関西学院大学院

経営戦略研究科
科目別履修

起業家の行動論理 エッセンシャルマネジメントスクール

人生デザイン構築学校

与贈工房 （トーラス）

チ ー ム F

日本ゆめ教育協会

ひふみプロコーチ

NVC プロセスワーク
価値観ワーク

AIA

AIA：対人援助職のための統合的アプローチ研究会

Imacoco Lab

②

④

⑤

⑥

⑦
①

③
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１１．実践事例（白坂成功さん、イノベ―ティブ思考法との出会い）その１

私は、「出会いはその人の人生を変える」と思っているが、それはまさに「ご縁

を大切に生きる」ということと本質的に同じことであることに気が付いた。自分が経

験したそのような体験を紹介する。

2012年の11月7日に、JEITA（電子情報技術産業協会）が主催する組込み系ソフトウ

エア・ワークショップ2012に参加した。

①

https://home.jeita.or.jp/cgi-bin/page/detail.cgi?n=490&ca=1

https://home.jeita.or.jp/cgi-bin/page/detail.cgi?n=490&ca=1
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１１．実践事例（白坂成功さん、イノベ―ティブ思考法との出会い）その１

白坂成功さん、イノベ―ティブ思考法との出会い（2012年11月）

そこで、慶應大学システム・デザイン・マネジメント研究科（慶応SDM）の白坂成功准教

授による基調講演「アーキテクト～アーキテクトは何ができるのか？～」を聴講した。

これをきっかけに、2013年の2月から、慶應SDMが開催するイノベーティブ思考法のワー

クショップに、大阪から横浜の日吉まで、日帰りで何度も通うようになる。もちろん自費で。

http://www.sdm.keio.ac.jp/faculty/shirasaka_s.html

①

②

https://home.jeita.or.jp/page_file/20121205162200_Vrq3c4OemA.pdf

http://www.sdm.keio.ac.jp/faculty/shirasaka_s.html
https://home.jeita.or.jp/page_file/20121205162200_Vrq3c4OemA.pdf
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②

http://lab.sdm.keio.ac.jp/idc/

http://lab.sdm.keio.ac.jp/idc/
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②

http://lab.sdm.keio.ac.jp/idc/kids/kids_20130106_a.pdf

http://lab.sdm.keio.ac.jp/idc/kids/kids_20130106_a.pdf
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②

http://lab.sdm.keio.ac.jp/idc/kids/kids_20130106_a.pdf

http://lab.sdm.keio.ac.jp/idc/kids/kids_20130106_a.pdf
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12

中土井僚さん、U理論との出会い（2013年11月23日、５6歳）

関係コンディショニングプラクティショナー養成講座
TSURUYAホール
(大阪府大阪市中央区本町3丁目3番5号)

③

https://kokucheese.com/s/event/index/123750/

https://kokucheese.com/s/event/index/123750/
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②

http://lab.sdm.keio.ac.jp/idc/kids/kids_20131124.pdf

http://lab.sdm.keio.ac.jp/idc/kids/kids_20131124.pdf
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第2回 イノベーション教育学会、2014年３月11日＠慶応大学 日吉キャンパス

③

[1]
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③

[1]
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[1]
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③

[1]
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１２．実践事例（白坂成功さん、イノベ―ティブ思考法との出会い）その２

1. 全社ソフトウエア開発革新事務局で2013/7/16に開催した第18回開発革新セミナで白坂先生

をお招きし、「 顧客価値創造と新製品・サービス、イノベーション創出のためのシステムズエン

ジニアリングとデザイン思考 」というテーマで講演いただいた。

2. その後、2013年の11月に、私は、三洋電機のITシステム本部からパナソニックR&D本部に出

向するのであるが、2013年の10月と2014年の3月に、白坂先生、富田先生によるイノベーティ

ブ思考法ワークショップをパナソニックで開催した。

3. その後、2014年の5月から、私がパナソニックで定年になる2017年の3月まで、毎月、欠かさ

ず、イノベーティブ思考法研究会を開催した。また、この活動がきっかけとなって、パナソニック

のある事業部に対し、新規事業創出のためのイノベーティブ思考を身につけるための半年間✖2回

にわたる慶應SDMの研修が企画され、実施された。

イノベーティブ思考法研究会④
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イノベーティブ思考法研究会

１．2014年5月から活動を開始

２．開催日時：毎月１回 水曜日 定時後 18:00～20:30

３．場所：西門真A棟１F １０１会議室など

４．テーマ：高齢者向けサービス、2020年オリンピックに向けた新規事業など

５．学ぶ手法：デザイン思考、システム思考、システムズエンジニアリングﾞ、サービスデザ

イン、各種の発想法、発散技法、収束技法などの創造技法など

第2回(6/25) 19名参加：高齢者向けｻｰﾋﾞｽ(2)
バリューグラフ

第1回(5/21) 24名参加：高齢者向けｻｰﾋﾞｽ(1)
ﾌﾞﾚｲﾝｽﾄｰﾐﾝｸﾞと親和図法

④



20⑤

2015年に、ESIPの組込み適塾カリキュラム委員として、慶應SDM
のシステムアーキテクティング科目を、組込み適塾の科目として実
施することを白坂先生に依頼した。

https://www.kansai-kumikomi.net/kumikomi/15th/syllabus/index.html
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１３．実践事例（中土井僚さん、U理論との出会い) その１

その後、2017年の3月にパナソニックを定年退職し、翌4月に、屋号が

「夢・アーキテクティング工房」という名前で技術コンサルタント（個人事

業主）として独立することができた。

独立後、法人企業向けに、システムズエンジニアリング、組込みソフトウ

エア、イノベーティブ思考法に基づく新規事業、新サービス創出支援などの

仕事をしているが、このベースに2012年に白坂先生とイノベーティブ思考

法に出逢ったご縁がある。

夢・アーキテクティング工房⑥

https://dreamam0.net/

https://dreamam0.net/
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日本創造学会全国大会(2017年）に白坂先生
との出会いを事例として発表

⑦

[2]
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⑦

[2]
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まとめ Ⅰ

1. 自分の好奇心と直観を信じて、これはと思う人、技術、学問、情報を社内外

を問わず、取りに行く。

2. これまでのキャリアプランの立て方は、将来の目標を決めて計画を立て、そ

れに向かってキャリアを積み重ねていくというものがほとんどであった。し

かし、変化の激しい時代にあって、将来の社会や会社の状況は個人の意思で

コントロールできるものではなく、従来のキャリアプランの立て方は効果的

とはいえなくなっている。

3. そこで、あえて明確なゴールを定めず、現在に焦点を置いてキャリアを考え

る計画的偶発性理論が注目されている。
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まとめ Ⅱ

計画的偶発性理論は、次の3つを骨子として成り立っている。

＜計画的偶発性理論の骨子＞

1 予期せぬ出来事がキャリアを左右する

2 偶然の出来事が起きたとき、行動や努力で新たなキャリアにつながる

3 何か起きるのを待つのではなく、意図的に行動することでチャンスが増える

https://www.rgf-professional.jp/blog/2020/06/what-is-Planned-Happenstance-Theory-how-to-create-a-career-contingency-career-plan

https://www.rgf-professional.jp/blog/2020/06/what-is-Planned-Happenstance-Theory-how-to-create-a-career-contingency-career-plan
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まとめ Ⅲ

1. 計画的偶発性理論では明確なゴールを定めないとはいえ、目標を立てること自体が否定されて

いるわけではない。

2. 目標に固執して可能性を狭めるより、目の前のチャンスに気づけることがキャリアの成功につ

ながる。

3. 例えば、「絶対に英語教師になる」と決めるより、何か人に教える仕事がしたいと考えたほう

がチャンスは巡りやすい。

4. むしろ、目標を立てることは、目指したい方向性を決めることになるため、今後のキャリアを

考える上で有効である。

5. 興味関心があることのほうが、情報は手に入りやすくなる。漠然とでいいので、どんなことを

したいのか、何を目指したいのか決めておくのがよい。

6. 実際には、様々な人、もの、ことの出会いによる偶発性によってインスパイアされるアイデア

やチャンスを活かす態度（計画された偶発性理論）と、これはと思った目的（夢、テーマ）を

発案したときに、その目的を達成するために必要な行動をとること（エドガー・シャインのキ

ャリアアンカー理論）を目的と状況に応じて使い分けることが重要と思われる。
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まとめ Ⅳ

幸せな人生を歩むために

(1)様々な人、もの、ことの出会いを契機とした偶発性によってインスパイアされるアイデアやチ

ャンスを活かす態度と、

(2)これはと思ったインスパイアされるアイデアやチャンスから、自然に、目的（夢、テーマ）が

生まれてきたり、発案したときに、その目的を達成するために必要な行動をデザインし実践する

こと

は両立する。いいかえれば、こだわりをすてて、新たな機会を増やす。

そして、これはと思うものに出逢ったら、思い切り、自分の夢を描いて、実践する。

本質行動学では、方法の原理として、「状況と目的に応じて適切な方法を選択する」ことを説いて

いるが、ここでは、自分が出逢った偶発性が契機となって自分の直観にピンときたら、これまで自分

の中になかった新しい目的を生成することも行動原理として含んでいる。

このご縁を活かして生きること、そして、自分の直観を信じて何かが降ってくることを信じて、

毎日を丁寧にいきることが大切だと思う。

この「ご縁を活かして生きる」という縁起的世界観（レンマ的世界観）と因果論的世界観（ロゴ

ス的世界観）を統合した生き方ができればいいなと思うのである。
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